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ホール素子の意外な利用法

抵抗で消費される電力の値は流れる電流 I と抵抗の両端の電圧 V の掛け算で求められ
ます。

Ｐ＝Ｉ×Ｖ

そこで、電流と電圧を測定せず、電力の値が直接表示されるメーターを考えてみました。

ホール素子に発生するホール電圧は、ホール素子を流れる電流 iと磁束密度 Bの積に比例
します。この性質をうまく利用することで抵抗 Rを流れる電流 Iと抵抗 Rの両端の電圧 V
の積を求めて表示する装置を考えてみました。つまり、ホール素子を掛け算をする演算装

置として使おうというものです。

下図の回路で、

Ｒ ≪ ｒ + ホール素子の内部抵抗
の条件が満足されていれば、

Ｉ ≫ ｉ

となるのでコイル Lを流れる電流は Iに等しいと考えられます。コイルによる磁束密度 B
がコイルに流れる電流に比例すると仮定すると Bは Iに比例することになります。

B ∝ I ①

また、V＝ i ×(ｒ + ホール素子の内部抵抗) より

i ∝ V ②

ホール電圧は、

∝ B× i ③

①②③より

∝ I× V
となります。
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ホール素子は東芝の THS119 などが考えられます。THS119 のデータシートには流せる
電流の上限や内部抵抗などが記載されているのでそれらの値を元に rや Rを決定すること
ができます。

ここで示した内容は単なるアイデアで実際に装置を作って動作を確かめては居ません。

測定条件や測定範囲を定めて回路の定数や部品の配置などを決め、実際に装置を作り、目

指した測定条件や測定範囲が予想通りかを確かめたり、装置の仕様書を作ったり、装置の

使用上の電気的条件や注意事項をまとめたりするのも立派な研究になると思います。

実用性はともかくとして、新製品開発を目指した工学的研究も面白いと思います。

http://exp.as2.yamanashi.ac.jp/openlab/apparatus/manual/THS119.pdf#search=%27%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E7%B4%A0%E5%AD%90%2Bths119%27
http://exp.as2.yamanashi.ac.jp/openlab/apparatus/manual/THS119.pdf#search=%27%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%AB%E7%B4%A0%E5%AD%90%2Bths119%27

